
理科
＜理科の定着状況＞

　

＜課題の見られる内容や領域＞

＜課題の原因＞ ＜課題解決の方策＞

＜次年度の数値目標＞

・学習に対する関心・意欲・態度は高いと思われるが，確かな知識として定着していないのが課題である。
・各学年で定着度にばらつきはあるが、共通なものとして，「物質・エネルギー」，「生命・地球」の領域に課
題がみられる。
・観察・実験器具の使い方が十分に定着していない。全員が機器を操作できるよう指導しているが，実際
に経験できる時間が少ないので，操作方法を身に付けるまでには至っていない。

①物質・エネルギー領域
　「光の性質」「磁石の性質」「ものの重さ」「物のあたたまり方」「水のすがた」など起きた事象から性質を
見つけたり，まとめたりすることが苦手なため，知識としても身に付いていない事が多い。

②生命・地球領域
　「身近な自然の観察・昆虫のからだのつくり」「太陽と地面のようす」「月と星」」「天気の変化」など授業の
中で，実際に観察や調べることができない領域の理解が課題である。

（１）授業展開，授業づくり

①小学校理科の学習内容は（中学校以降の
学習内容には関連付けられているが）系統化
されているものが少ない。新しい単元の学習
において既習事項を生かしにくく，単発の学習
となっている。授業の導入などで前学年の学
習を振り返る機会が少ない。
②身近な自然現象と理科の学習が関連して
いない。

③〔予想→観察・実験→結果→考察〕という学
習の流れを意識して指導している。起きた事
象から考察することが不十分なため，記述式
の問題に対応できていない。

（２）日常生活とのつながり
①月や星など実際に授業で，観察したり調べ
たりできないために，知識として定着していな
い。物質・エネルギー領域において実際に目
で見ることができない物質の構成や物質の変
化についても同様である。

・授業の中で，単元の系統を把握し，関連付けられる前学
年までの学習内容について振り返る機会を設ける。
・単元の終末に，その単元で学習した内容の問題演習の
機会を設け，児童が問題を解き慣れることができるように
する。
・観察・実験において，全員が実験機器の操作を行い，操
作方法を確実に身に付けられるようにする。
・身近な自然現象と学習内容とを関連付けた授業展開が
できるよう，教材研究を学年間，理科補助の教員と共に行
う。
・今までの観察・実験に加え，積極的にＩＣＴ機器を活用
し，映像を見せることで，学習事項の定着を図る。また，児
童の印象に残るような説明を意識する。
・観察・実験の結果や考察をまとめる際には，必要な情報
を精選して提示し，指導者が学習のポイントを明確化す
る。『考察＝観察・実験結果から何が分かったのか』という
ことを繰り返し指導していく。

・家庭においても国語や算数と同様に復習の機会を設け
るため，家庭学習の教材を適宜取り入れる。

・区の設定した各観点・各領域の目標値を上回る児童を８割以上にする。
・特に授業の中で，実際に観察や調べることができない領域については，前年度を上回るようにする。
・比較的良好ではあったが引き続き，「自然事象への関心意欲態度」についても，前年度の数値を上回る
ようにする。


